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１．はじめに 

本報では社会福祉協議会委託管理方式で運営されるデ

イサービス施設において、活動場面を精緻に把握するこ

とにより、施設の空間構成と利用形態の関係を明らかに

することを目的としている。調査内容は、平面図の作成、

活動場面の記録調査である。活動場面記録調査は、5 分間

隔で利用者及びスタッフの施設内での行動観察を行い、

行為の内容と場面を平面図に記録するとともに、写真撮

影を行った。調査日時は施設 A は平成 26年 10月 29 日、

施設 B は 10 月 27 日、施設 C は 11月 5 日、施設 D は 11

月 4 日、施設 E は 10 月 28 日、施設 F は 11 月 6 日に行

った。 

 

２．施設の空間構成 

 ６施設の空間構成と使われ方の関係を整理した結果、

「午睡室分離型」、「午睡室活用型」の 2 タイプに分類

することができた(図 1)。 

 「午睡室分離型」は機能訓練室・食堂と別に午睡室を

設けるタイプで、施設 A,B,C,D,E の 5 施設がこのタイプ

に該当する。機能訓練室（以下：訓練室）で自由時間・

食事・機能訓練を行い、午睡室は午睡のみに活用される。

食事から午睡への移行が容易で、午睡のみだけではなく

自由時間の静養が可能である。一方食事も自由時間も同

じ空間で過ごすため、くつろぎも食事の席となると指摘

されている。1）施設 A,B,C,D では午睡静養室(以下：午睡

室)が和室になっており、施設 E では午睡室が和室部分と

フローリング部分から構成されている。施設 D,E では訓

練室内にベッドを置き、空間を分けて訓練室でも午睡を

行っている。施設 E については、以前は施設 A,B,C と同

様の空間構成であったが、現在は地域の交流室として活

用されていた別室を転用しデイサービスを行っており、

専用室以外を使用している点で特徴的である。「午睡室活

用型」は午睡室を午睡時のみでなく自由時間にも活用し

ているタイプで、施設 F の 1 施設のみがこのタイプに該

当する。 

 調査対象施設の平面図と各部屋の面積、写真を図 2に 

 

 

示す。施設 A は訓練室・

静養室(午睡室)・浴室・

脱衣室にリフト浴が設置

されている施設である。

事務室は確保されておら

ず、訓練室の一角にデス

クを置き職員が作業を行

っている。そのため、職

員がデスクで作業をしな

がらの見守りが可能にな

っている。訓練室と午睡 

 図１ 空間構成の分類    室は隣接しており、午睡 

              の際の移動距離は短い。

トイレは 1 カ所しかないため、廊下にトイレ待ち用の椅

子を設置している。調理場は訓練室と隣接し、さらにカ

ウンターが設置されているため、配膳作業が容易に行え

る。施設 B も施設 A と同様の部屋構成ではあるが、リフ

ト浴はなく、トイレは 2 ヶ所整備されている。脱衣所横

のトイレは増築されたもので、訓練室での活動中と入浴

中にトイレの使い分けが可能となり利便性が向上したと

いえる。事務所が無く、サンルームと呼ばれる訓練室と

脱衣所をつなぐ空間を廊下兼事務室として使用している。 

 施設 C は訓練室・静養室・浴室・脱衣室・男女兼用ト

イレ・調理場・事務室で構成されている。訓練室は午睡

室・トイレ・事務室と隣接していて、調理場には施設 A

と同様にカウンターが整備されている。事務室の壁にガ

ラス窓が設けられており、事務室内からでも利用者の様

子が伺える。施設 D には、トイレが女性用・男性用・車

イス用の 3 カ所設置されている。トイレは訓練室と隣接

しているが、訓練室は広いため移動距離は長くなる。事

務室は訓練室と隣接し、壁にはガラス窓が設置されてい

るため、事務室からの見守りが可能である。午睡室でも

午睡は行われるが、訓練室の一角にベッドを１台設置し

ており、訓練室でも午睡ができる。また、平成 15 年に生

活支援ハウスの宿直室が中庭の北側に増築されており、

個室で午睡を取りたい利用者が使用することも可能であ 
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       図２ 施設の平面図 

 

る。 

 施設 E は訓練室が 6 施設の中で最も広く他施設の約 2

倍あり、訓練室の隅にはベッドが 6 台設置されている。

また午睡室にもベッドが和室に 5 台、フローリング部分

に 9 台設置されているため、ベッド数が多くほぼ全員が

ベッドで午睡可能である。事務室は訓練室に隣接してい

るが、事務室内からの見守りは難しいので、訓練室に机

を置いて作業をしながら見守りを行っている。食事の配

膳は他施設と同様、カウンターを通して行っている。施

設 F は唯一の「午睡室活用型」の施設であり、ほとんど

の利用者が自由時間を静養室で過ごす。午睡室は和室で

あり、端に畳を 2 畳追加してスペースを広げている。ま

た、和室にはコタツを設置している。事務室から訓練室

への見守りはガラス窓を通して可能である。トイレは北

側の 1 カ所のみで、訓練室から離れているため移動距離

が長くなっている。 

 

３．1日のプログラムと施設の利用特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図３ 1日のプログラム 

 

3.1 1日の生活プログラム 

 本報では、空間構成より分類した 2 タイプの中から、

面積、空間構成を考慮し、「午睡室分離型」から施設 A 及

び施設 E を抽出し、「午睡室活用型」の施設 F を合わせた。

3 施設について、施設空間の利用特性を省察する。施設 E

は別室を転用しデイサービスを行っていること、面積規

模が大きいことなど施設の空間構成が特徴的であるため、

「午睡室分離型」の典型事例としてではなく例外として

省察の対象に加えた。 

 調査日の生活プログラムを図 3 に示す。送迎（迎え）、

バイタルチェック、自由時間、入浴、昼食、午睡・自由

時間、機能訓練、おやつ、送迎(送り)から構成され、各

施設で開始時間等は異なるものの、1 日の流れはほぼ同じ

である。送迎時間の差により 3 施設とも送迎(迎え)開始

時刻が異なっているが、到着時間はほぼ同じである。バ

イタルチェック後、入浴・自由時間を開始するが、施設 E

では全員で体操後開始する。また、施設 A は自由時間に

機能訓練を取り入れている。入浴は 3施設とも午前中に 
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図４ 午前の自由時間・入浴 

 

完了している。昼食準備は利用者の入浴完了次第開始さ

れるため、施設ごとに時間が異なる。昼食後、施設 A,F

では口腔ケアが行われ、施設 E はそのまま午睡へ移行す

る。午睡は 60 分程度の施設が多いが、しらとり苑では 90

分程度と長い。その後機能訓練が行われ、おやつ後も施

設 A,F では体操、施設 E では機能訓練が短時間行われる。 

3.2 午前の自由時間・入浴 

 午前の自由時間と入浴時の活動場面の事例を図 4 に示

す。施設 A では、利用者は各自決まった席で自由時間を

過ごすため、廊下にあるロッカー、またはトイレに行く

以外移動はほとんど観察されなかった。廊下にあるリク

ライニングに座って過ごす利用者が 1 名いた。また訓練

室が狭いため、移動介助の時に職員が椅子背面通路を確

保しづらい。そのため、見守り中は空いている席に座る

か、デスクに座ったままで行う。入浴介助は、脱衣介

助・利用者の誘導を 1 名、浴室内での介助を 1 名、計 2

名の職員が担当する。浴槽に入る階段と浴室の出入り口

が近く、利用者の出入りがスムーズに行えない。リフト

を使用する際、リフト操作と安全確認に職員が各 1 名ず

つ担当して入浴介助を行う。施設 E では、施設 A と同様、

自由時間を座ったまま過ごす。行動観察調査中に訓練室

内のベッドで 1 名横になる利用者を確認したが、他にも

座ったままうたた寝する利用者もいた。職員 4 名の役割

分担は決まっていないため、状況に応じて対応している。

施設 E の浴室は広いため、一度に 6 名が脱衣介助と入浴

介助を受けることが可能で、職員 3 名で入浴介助を行っ

ていた。施設 F では、自由時間は訓練室を利用せずに午

睡室で過ごす。これは利用者の年齢層が高く、和室で横

になりながらゆっくり過ごしたいという要望が多くあっ  

図５ 昼食・午睡 

 

たためである。リクライニングに座って過ごす利用者が 1

名いた。トイレに行く際、職員がトイレまでの付き添い

を行っている。入浴介助については職員 2 名が担当して

いた。 

3.3 昼食・午睡 

昼食・午睡の活動場面の事例を図 5 に示す。施設 A では

自由時間と同じ場所で食事を行うため、昼食前に移動の

必要が無い。しかし、昼食準備中も利用者が席に着いた

状態のため、椅子背面通路が確保できず、配膳に注意が

必要である。昼食後の口腔ケアでは、一斉に移動するた

め混雑し、脱衣所にある椅子で順番を待つ利用者もいた。

その後全員が和室で午睡をするが、作業をする職員が利

用者の午睡の妨げにならないように午睡室にカーテンを

引く。昼食中に午睡の準備をしているので円滑な場面転

換が行えていた。しかし午睡室が小上がりになっている

ため利用者は這って移動し、また職員 2 名で抱えて車イ

ス利用者の移動介助を行っており、段差が障害になって

いた。施設 E でも施設 A と同様、昼食前に移動の必要が

無いが、訓練室が広いため施設 A とは違い配膳は容易で

ある。昼食終了後はそのまま午睡に移る。午睡は訓練室

と午睡室に分かれて行われるが、その間職員は訓練室内

にいるため、体調の悪い利用者や介護度の高い利用者は

見守りのしやすい訓練室内で寝る。「午睡室分離型」であ

るが、訓練室でも午睡する利用者がいるため、午睡せず

会話していた利用者と午睡をする利用者とが完全に分離 

施

設

E

施設Aの自由時間は頭を使った機能

訓練が中心で、塗り絵、間違い探し等

を行っている。見守りには職員1名が

付き、11時ごろから利用者と一緒にト

ランプを始めている。

施設Eでは、テレビを見たり、本を読ん

だり、または利用者同士で会話をする

等自由に過ごす。また、計算問題や間

違い探し等頭を使った機能訓練を行う

利用者も数名みられた。

施設Fでは、コタツでくつろいだり間違

い探しをしたりしながら見守りの職員1

名を交ぜて会話を楽しんで過ごしてい

る。

施設A 施設F

9:50頃の様子

9:50頃の様子

9:50頃の様子

施設F

施

設

E

施設A

11:35頃の様子 12:20頃の様子

12:05頃の様子

12:50頃の様子

11:35頃の様子

12：10頃の様子：職員

：利用者
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図 6 午後の機能訓練 

 

されているわけではなかった。施設 Fでは自由時間を午 

睡室で過ごすため、昼食準備に取り掛かる前に、職員は

訓練室までの移動介助を行う必要がある。午睡は全員午 

睡室で行い、その間職員は事務室にいるため、事務室の

ガラス越しや機能訓練室に入室し、利用者の様子を見守

っている。 

3.4 午後の機能訓練 

 午後の機能訓練の活動場面の事例を図 6 に示す。施設 A

では午睡が終了すると、訓練室内の席に戻る。機能訓練

中も午睡を続ける利用者も 1 名確認できた。機能訓練で

は座ったまま体を動かす内容が多く、歌を歌う間も楽器

を使用し身体を動かす。その後座ったまま体操を行うが、

先にテーブルを畳んで廊下の隅に片付ける。テーブルを

置いたままでは狭く、職員の介助が難しいこと及び、体

操中利用者同士がぶつかるのを回避するためである。そ

の間利用者は席に座ったまま待たなければならない。施

設 E では午睡終了後利用者は訓練室の席に戻り、まず短

時間の体操を全員で行う。その後午睡中職員が椅子を並

べた事務室側のスペースへ移動し、ボール投げのゲーム

が行われる。訓練室を自由時間に過ごすスペースと機能

訓練のためのスペースの 2つに分割し、機能訓練時には 2

つのスペースを交互に使用することで、職員は準備や始

末行為をスムーズに行うことが可能となり、利用者は移

動のみで場面転換が可能となる。施設 F では全員が座れ

るよう、午睡中にテーブルを 2 つ片付けて機能訓練の用

意をしておく。午睡後、利用者は 1 つのテーブルの周り

に座り、トランプを始める。職員 2 名がそれに加わり、

交代で 1 名ずつが事務室に戻り作業を行っている。その

後職員が全てのテーブルを片付け椅子だけの状態にして

広い空間を確保し、座ったまま風船バレーやボールを使

いながらの言葉遊び等を行う。全ての椅子移動は利用者

が座ったままの状態で職員が椅子を引き移動させていた。 

 

４．まとめ 

 本報では、周防大島町社会福祉協議会が運営するデイ

サービス施設を対象に、空間構成と高齢者の 1 日の活動

との関係について考察を行った。得られた知見は以下の

通りである。 

1）6 施設の空間構成は、「午睡室分離型」「午睡室活用

型」の 2 タイプに分類できた。「午睡室分離型」では利用

者がほとんどの時間を訓練室で過ごし、午睡のみが午睡

室で行われている。「午睡室活用型」では午睡室が午睡の

みではなく、自由時間でも多く活用されている。部屋構

成は非常に似ているが、自由時間を過ごす場所の違いが

大きな特徴である。 

2）施設 A,E は同じ「午睡室分離型」であるが、施設 E の

訓練室は施設 A よりも約 3 倍広く、通路を確保できる点

で施設 E の方が配膳や移動介助を容易に行え、さらに訓

練室を自由時間に過ごすスペースと機能訓練のためのス

ペースの 2 つに分割することができるため、事前に職員

が次の活動の準備でき、利用者は移動のみで場面転換が

可能となる利点が施設 E にはある。しかし、午睡の際施

設 E では午睡しない利用者と午睡する利用者とが完全に

分かれていないのに対して、施設 A では完全に分けるこ

とができていた。 

3）「午睡室活用型」の施設 F では、施設の空間構成は同

じであるが、利用者の自由時間を和室で過ごしたい要望

により午睡室を多く活用している。一方で、場の転換に

伴い、介護度の高い利用者に対し移動介助が必要となり

職員の負担が増えている。 
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